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Difference トマト果実の軟化について、果実全体ではなく、皮、果肉、ゼリーなど、
組織ごとにサンプリングして、それぞれの生化学的、力学的性質を調査することで、
従来では不明であった塩ストレス栽培下での果実軟化の実態が明らかとなってきた。
また、塩ストレスがどのようにマンナン合成やビタミンC合成に関与しているかが現
在進行中のテーマである。

塩ストレス栽培により、トマト果実硬度が上昇するが、皮が硬く、内部は
柔らかいことを食感測定装置により測定した。その硬度変化の原因が、
細胞壁動態の変化を伴う細胞組織的な変化であることが示唆されている
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硬度変化を起こしている原因は、
組織ごとにことなる細胞壁動態の変化を伴う
細胞組織的な変化である

薄皮品種トマトを使用した塩水栽培は、商品価値のより高いトマトを生産できる可能性がある


